
2026年、ノルマンディーとイル・ド・フランスでは
印象派の巨匠 クロード・モネの没後 100年を迎えます。
巨匠の心をとらえた一瞬のきらめきを
あなたも体験してみませんか。
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モネの眼で
この一瞬を
ご賞味あれ

impressionistadventures.com

旅行業界関係者向け資料
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2026年はクロード・モネの没後100周年にあたります。この記念すべき年に、彼の生涯と作品に
まつわる主要な場所を巡る、これまでにない企画を展開します。



 
 

LES BORDS
DE SEINE

パリ、イル・ド・フランス、ノルマンディー…

シェルブール・アン・コタンタン

カーン

オンフルール

ル・アーヴル

エトルタ

ディエップ

ルーアン

ジヴェルニー

ドーヴィル

英仏海峡

セーヌ
カーンからコタンタンまで

セーヌ河口

コート・ダルバトル

ルーアン
    ブークル・ド・ラ・セーヌ

ジヴェルニーとその周辺



 

印象派の世界を巡る特別な旅

フランスオヴェール・シュル・オワーズ

イエール

バルビゾン

シャトゥ パリ

モレ・シュル・ロワン

セ
ーヌ

オヴェールとオワーズ渓谷

パリとモンマルトル

セーヌ河畔

バルビゾン周辺とイエール

アルジャントゥイユ

ヴェトゥイユ
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パリ、イル・ド・フランス
イエールからオヴェール・シュル・オワーズへ

オヴェール・シュル・オワーズ

イエール

バルビゾン

シャトゥ パリ

モレ・シュル・ロワン

セ
ーヌ

オヴェールとオワーズ渓谷

パリとモンマルトル

セーヌ河畔

バルビゾン周辺とイエール

アルジャントゥイユ

ヴェトゥイユ

イェール、モレ・シュル・ロワン、バルビゾン：
パリ南部の印象派とその先駆者たち

1日目

パリ・モンマルトル：
印象派の傑作を鑑賞し、当時の活気

に思いを馳せる

2日目

オヴェール・シュル・オワーズ
ヴィンセント・ヴァン・ゴッホの足跡をたどる

3日目

DE

パリからシャトゥーとその周辺：
セーヌ川沿いの憩いを、パリ近郊で満喫

4日目
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でランチ｡
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パリ、イル・ド・フランス
イェールからパリまで

パリでは、印象派の傑作とその舞台となった象徴的な場所を巡ることができ
ます。

世界一の印象派コレクションを誇る美術館 ・オルセー美術館を見学。
• オプション：レオポール・セダール・サンゴール橋を渡ってオランジュリ
ー美術館へ。モネの「睡蓮」連作を鑑賞後、チュイルリー公園を散策しな
がら、オペラ座方面へ。グラン・ブールヴァールのにぎわいも魅力。
• オプション：オペラ・ガルニエでドガが描いたバレリーナの世界に触れる。

1874年に第1回印象派展が開かれた、写真家ナダールの旧アトリエ近く。
歴史ある場所にたたずむカフェ・カピュシーヌでランチ

....................

モンマルトル美術館とブドウ畑見学
見学時間：1 時間 30 分 

• オプション：モンマルトル美術館の庭に佇むカフェ・ルノワールで、パリ
の街並みを眺めながらのティータイム。
• オプション： Normandy Melody による、芸術家ゆかりのモンマルトル
散策。

午後

午前

パリ・モンマルトル：
印象派の傑作を鑑賞し、当時の活気に思いを馳せる

パリは、この旅で欠かせない立ち寄り地のひとつです。1859年、クロード・モネは

会、サーカス、オペラなどが次々に誕生し、街はかつてない活気に包まれていまし
た。モネ、ドガ、ルノワール、ピサロ、カイユボットらは、この躍動する都市とその

あるいは

アルジャントゥイユへ。ここで、クロード・モネは数年間暮らし、セーヌ川
とその風景に深い着想を得て、約260点の絵画を描きました｡ モネが住んでい
た、印象派の家として知られる「緑の雨戸のあるバラ色の家」を見学します｡
所要時間：1時間 30分。

生活に強く惹かれていったのです。パリからほど近いアルジャントゥイユの風景に深く
触発されたモネは、1871年から1878年までこの地に住みました。

2日目

印象派の画家たちに親しまれ、ゴッホの作品「ラ・ギャンゲット」にも描か
れた老舗ラ・ボンヌ・フランケットで、にぎやかな夜をお楽しみください。
• オプション：ムーラン・ド・ラ・ギャレットでディナー

パリ泊

モンマルトルの丘を散策。歴史に彩られた広場やカフェ、ナイトスポットは、
今もなお印象派の時代を思わせる生きる喜びと活気に満ち溢れています｡
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3日目

1890年春、ゴッホはオヴェール・シュル・オワーズに移り住みました： オヴェー
ルは実に美しい 、と彼は弟のテオに書いています。ゴッホは最期の70日間をそこで
過ごし、有名な教会を含む80点以上の作品を描きました。オヴェール・シュル・オ
ワーズは、印象派の先駆けとなった風景画家、シャルル・フランソワ・ドービニーと
コロー、そして印象派のピサロとセザンヌとゆかりの深い地でもあります。

パリからオヴェール・シュル・オワーズへ移動。所要時間（距離）：40分（32km）

ゴッホの足跡をたどるガイドツアー：画家たちの足跡が残る小道、ヴァン・
ゴッホ兄弟の墓、教会、麦畑。
見学時間：1 時間 30 分 ～2 時間

ヴァン・ゴッホの家として知られるラヴー旅館で昼食
....................

ゴッホの寝室を見学。
見学時間：45分

 • オプション：アブサン博物館の見学とアブサンの試飲。
見学時間：1 時間 30 分

• オプション：「ヴァン・ゴッホ：インフルエンサー、
 躍動し続ける遺産」展 。オーヴェール城にて実施。 

 
 

。
 • オプション：ドービニーのアトリエ。 見学時間：1 時間 30 分

• オプション：画家ドービニーのアトリエ船に乗ってオワーズ川を遊覧
後にクロード・モネが自身のアトリエ舟を作る着想を与えた｡
所要時間： 2 時間

パリへ移動。
パリでディナー、宿泊。

午前

午後

• オプション：ヴァン・ゴッホ作品が生まれた場所｡
  現在、一般公開されているフィンセント・ヴァン・ゴッホの最後の絵 
  画が実際に描かれた場所｡ 所要時間：30分

オヴェール・シュル・オワーズ：ヴィンセント・ヴァン・ゴッホの足跡をたどる

見学時間：1 時間 ～1 時間 30 分



1

2

1

2 フルネーズの集落を見学し、レストラン、フルネーズで昼食を。このレストラ
ンは、ルノワールの『舟遊びをする人々の昼食』に描かれた場所として知られ
ています。

• オプション：ヴェトゥイユ方面へ行き、村やモネが住んでいた家を見学し
ます｡ 所要時間：1時間30分｡

• オプション：

• オプション：フルネーズ美術館見学：ホログラムによるルノワールのガイド
付きツアー。所要時間：1時間。
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LES BORDS
DE SEINE

シェルブール・アン・コタンタン

カーン

オンフルール

ル・アーヴル

エトルタ

ディエップ

ルーアン

ジヴェルニー

ドーヴィル

英仏海峡

セーヌ
カーンからコタンタンまで

セーヌ河口

コート・ダルバトル

ルーアン
    ブークル・ド・ラ・セーヌ

ジヴェルニーとその周辺

ノルマンディー
ジヴェルニーからル・アーヴルへ

1日目

クロード・モネの絵画の源流、
ル・アーヴル、オンフルール

2日目

エトルタからディエップへ
アルバトル海岸の断崖絶壁に魅せられて

4日目

ジヴェルニー
モネの創作の源をたどる場所

3日目

ルーアンとセーヌ川迂曲部
モネ「ルーアン大聖堂」連作の舞台へ
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1日目

クロード・モネの絵画の源流、ル・アーヴル、オンフルール 

ル・アーヴルからオンフルールまで、クロード・モネの芸術的感性を目覚めさせた場
所を巡り印象派の誕生の瞬間を追体験してください。ル・アーヴルで「印象・日の
出」の誕生の地を訪ね、その後、モネや多くの芸術家たちが集い、インスピレーショ
ンを得たオンフルールのサン・シメオン農場へ。画家たちの創造の源となった地をめ
ぐる旅です。

午前
ドメーヌ・ドゥ・ラ・コルニッシュからル・アーヴルへ移動。所要時間（距離）： 2 時間
（140 km）

ル・アーヴル港の散策 ‒ モネが『「印象・日の出」を描いた場所、サウサンプト
ン港の桟橋
散策の所要時間：30 分（各自、自由に散策）

アンドレ・マルロー近代美術館(MuMa)訪問、フランスで最も美しい印象派の
コレクションのひとつです。見学時間：1時間～1時間30分

• オプション：19世紀に人気を博した海辺のリゾート地、サント・アドレスま
で、海沿いを自転車でのんびりサイクリング。
• オプション：ル・アーヴルの沖合で、ノルマンディーの光の変化を眺めなが
ら海への小旅行をお楽しみください。

ル・アーヴルからオンフルールへ移動。所要時間（距離）：35 分（25 km）

サン・シメオン農場のレストラン「ブカンヌ」でランチ

....................

ル・アーヴルからオンフルールへ移動。所要時間（距離）：35 分（25 km）

印象派の足跡をたどって、サン・シメオン農場で野外スケッチ体験ワークショッ
プの時間：2 時間

• オプション：画家たちゆかりの地をめぐるオンフルールのガイド付きツアー
所要時間1時間15分～1時間45分
• オプション：トロヴィルの海辺でシーフードの盛り合わせを楽しみ、1870
年に若きクロード・モネによって不朽の名作に描かれた海辺の散歩道を散策
した後、ドーヴィルのフランシスコ会修道院のコレクションを見学します。
散策の所要時間：3時間

オンフルールからル・アーヴルへ移動。所要時間（距離）：35分～40分（25 km）

ル・アーヴルで夕食・宿泊

午後

おすすめ
オンフルールの魅力を存分に味わうためには、連休や夏期はできるだけ避けた方が良いでしょう。



1

Jour 2

エトルタからディエップへ：アルバトル海岸の断崖絶壁に魅せられて

2日目

ル・アーヴルからエトルタへ移動。バスでの移動時間（距離）：40 分（28 km）

エトルタの断崖のガイドつき散策、またはエトルタ庭園見学。
所要時間：2時間～2時間30分

バスでの移動時間（距離）：1時間40分（115 km）

ディエップでランチ。

....................

ディエップ城美術館の見学、ルノワール、ブーダン、ピサロ、エヴァ・ゴンザレ
スなどの作品が展示されています。
見学時間：1時間～1時間30分
• ディエップ城美術館の代替案：エトルタで昼食。

エトルタからヴァランジュヴィル・シュル・メールへ移動。
バスでの移動時間（距離）：1時間30分～1時間45分（選択したルートにより
77～100km）

ヴァランジュヴィル・シュル・メールでの行程：海を見下ろすサン・ヴァレリー
教会を見学。モネが7度描いたこの地は、景観と芸術が調和する名所です。

ボワ・デ・ムティエを訪れ、19世紀末のもうひとつの芸術運動、アーツ・アン
ド・クラフツ運動の傑作を鑑賞。所要時間：2 時間 ～2 時間 30 分

ディエップまたはヴァランジュヴィル・シュル・メールからルーアンへ移動。バスでの移
動時間（距離）：1時間～1時間10分（65km）
ディエップから列車での行程：TER直通で50分から1時間、ルーアン・リヴ・ドロワ駅に
到着。

ルーアンで夕食・宿泊。 

午前

午後

おすすめ
散策を最大限に楽しむためには、混雑する時間帯を避け、 シーズンオフなどの比較的静か
な時期に エトルタを訪れることをお勧めします。 

アルバトル海岸の壮大な断崖、なだらかに続く小石の浜辺、昔ながらの漁港の風景─
─モネが1880年代に心を奪われ、繰り返し描いた情景がここにあります。
エトルタからディエップへと足を延ばせば、光と影の移ろいに魅せられた画家のまな
ざしが感じられるでしょう。

1

ノルマンディー
ル・アーヴルから
ディエップへ
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ルーアンとセーヌ川迂曲部：モネ「ルーアン大聖堂」連作の舞台へ

セーヌ川の大きな蛇行のほとりに位置するルーアンは、印象派の画家たちを魅了してき
ました。中でもモネはルーアン大聖堂に深い関心を寄せ、光や季節の移ろいによって表
情を変える大聖堂を繰り返し描き、「ルーアン大聖堂」連作を生み出しました。その一
作は現在ルーアン美術館に所蔵されており、同館はパリ以外では最も充実した印象派コ
レクションを誇ります。

3日目
午前

ルーアン美術館の見学。
見学時間：1時間30分～2時間

ルーアンでランチ 
....................

印象派の画家たちにとってまさに「空の工房」のような場所であるルー
アンの中心部を散策します。モネばかりでなく、ピサロとシスレーも、
歴史に満ちた路地と、現在もなお残る川の魔法に魅了されました。
所要時間：2 時間

• 代替案：サント＝カトリーヌ海岸を巡る旅、写真映えするスポット
ルーアンのパノラマビューと夕陽が美しいフォトジェニックなスポッ
トで、モネも愛した場所です。 
• 代替案：セーヌ川のクルーズ、ルーアンからラ・ブイユへ。
• 代替案：セーヌ川沿いの自転車コース、ルーアンからラ・ブイユま
で。

ルーアンでディナー

夜のスペクタクル「光の大聖堂」：毎年夏、ゴシック様式のこの大聖堂
が音と光の華やかなショーで幻想的に照らし出されます。
ルーアン泊

午後



1

1

ジヴェルニーを訪れることは、クロード・モネが彼の最高傑作である「睡蓮」や「積
みわら」、「ポプラ並木」などを描くうえで感じたインスピレーションの源に触れる
ことでもあります。散策すると、睡蓮の池に映る光、有名な日本風橋、クロード・モ
ネの家と庭園を彩る豊かな色彩が迎えてくれます。

4日目

ラ・ミュサルディエールまたはル ジャルダン デ プルームでランチ
....................

ジヴェルニー印象派美術館
見学時間：1 時間

• オプション： ジヴェルニー自転車ツアー。 セーヌ川沿いを自転車で
散策し、 ガイドの解説を聞きながら、 ブランシュ・オシェデ・モネ
美術館（ヴェルノン）を見学し、 パリへ電車で戻ります。
散策の所要時間：約2時間30分

ジヴェルニーからパリへの移動。所要時間（距離）：1時間15分～1時間30分
（72km）

午前

プログラム終了
ノルマンディー

午後

おすすめ
この象徴的な場所を最大限に楽しむためには、春や秋の平日にジヴェルニーを訪れることをお勧めします。時間的に
は、午後遅くは村も庭園も比較的静かです。

ジヴェルニーまたはその周辺に一泊すると、日の出と日没の時間帯に村を存分に楽しむことができます。

早朝、クロード・モネの家と庭園を見学。
1883年から、ジヴェルニーに居を構えたモネは、ついに楽園を見つけま
した｡最初は単なる田舎の家だったジヴェルニーは、有名な庭園、睡蓮の
池、そして日本の橋とともに、画家自身が手を加え、徐々に花の傑作へと
変貌を遂げて行きました｡ 現在では、当時の姿を忠実に再現した邸宅と庭
園が、画家の私的な世界へと誘ってくれます。
見学時間：2 時間

ジヴェルニー：モネの創作の源をたどる場所

ノルマンディー
ルーアンから
ジヴェルニーへ
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お問い合わせ

traveltrade@chooseparisregion.org

e.valere@normandie-tourisme.fr 
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